
真
宗
研
究
　
第
五
十
六
輯
　
抜
刷

平
成
二
十
四
年

一
月
三
十
日

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

城





金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

本
願
寺
派
　
　
佐

竹

真

問
題

の
所
在

現
在
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
は
、
『浄
土
論
注
要
文
抄
』
（以
下

『要
文
抄
』
と
略
称
）
と
仮
に
名
づ
け
ら
れ
た

一
書
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
曇
鸞
の

『無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
掲
註
』
（以
下

『論
註
』
と
略
称
）
の
本
文
を
短
く
、
７
…
・等
事
」
と
し
て

項
目
立
て
に
し
、
そ
れ
に
関
し
て
経
論
の
引
用
や
私
釈
を
加
え
な
が
ら
註
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『論
註
』
の
註
釈

書
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
な
が
ら
も
、
首
題
や
撲
号
を
欠
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
の
間
で
十
分
に
検
討
さ
れ
て
来
な
か

っ
た
。

今
日
ま
で
の
少
な
い
研
究
に
よ
る
と
、
本
書
は
法
然

（
一
一
三
三
―

〓

一
〓

こ

の
門
弟
で
あ
る
覚
明
房
長
西

（
一
一
人
四
―

〓

一

六
六
）
の
著
作
と
推
定
さ
れ
、
『論
註
疑
芥
」
と
か
、
『論
註
上
巻
釈
』
な
ど
と
仮
称
さ
れ
て
い
る
。
『論
註
疑
芥
』
の
仮
称
は
、
金
沢

文
庫
よ
り
検
出
さ
れ
た
長
西
の
著
作
に
、
「浄
土
疑
芥
」
と
あ
る
の
に
依

っ
た
も
の
の
よ
う
で
、
『論
註
上
巻
釈
』
の
仮
称
は
、
本
書
が

『論
註
』
の
上
巻
分
の
註
釈
で
あ
る
こ
と
に
依
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
名
か
ら
し
て
、　
一
見
す
る
と
別
々
の
著
作
と
思
え
る
が
、
諸
研

究
の
解
説
か
ら
判
断
し
て
金
沢
文
庫
所
蔵
の

『要
文
抄
』
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
撰
者
を

長
西
と
す
る
に
至

っ
た
明
確
な
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

二

一
九

城



金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一〇

前
述
し
た
理
由
か
ら
、
筆
者
は
当
初
、
撲
者
を
中
心
に
検
討
し
て
い
た
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
本
書
を

『論
註
疑

芥
』
と
同

一
視
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
今
後
の
長
西
研
究
に
お
い
て
大
変
重
要
な
問
題
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
『要
文
抄
』
の
撲
者
問
題
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
書
が
如
何
な
る
価
値
を
有
す
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。

一
、
『要
文
抄
』
の
書
誌
情
報

『要
文
抄
』
に
関
す
る
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【訓
　
　
占
じ

【註

記

等
】

【本

　

文
】

【紙

量
】

【装

慎
】

【書
写
年
代
】

【資
料
名
】

有
り

（墨
書
に
よ
る
返
り
点

・
送
り
仮
名

・
合
符

・
註
記
）

漢
字

（仮
名
交
じ
り
）

［巻
上
∵
二

七
紙
、　
一
紙
あ
た
り

［縦
］
約
二
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

約
二
六
文
字

・
三
三
行
程
度

［巻
下
∵

二
一人
紙
、　
一
紙
あ
た
り

［縦
］
約
二
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

約
二
七
文
字

・
三
三
行
程
度

［横
］
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、　
一
行

［横
］
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、　
一
行

巻
子
装

（軸
有
り

。
改
装
後
）

鎌
倉
時
代

（
一
二
六
九
年
）

浄
土
論
注
要
文
抄
上

・
下

（仮
題
）



【備

考
】

【奥

　

書
】

①
目
録
番
号
…

［上
巻
］
三
〇
六
―
五
、
［下
巻
］
三
〇
六
―
六
。

②
巻
下
の
一
紙
目
手
前
に

「
コ
ヽ
へ
入
ル
」
と
の
朱
書
あ
り
。

③
同
じ
く
巻
下
の
四
紙
目
と
五
紙
目
の
間
に

「
コ
ヽ
へ
入
レ
ル
」
と
の
朱
書
あ
り
。

※
②

・
③
ど
ち
ら
も
近
代
に
な
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

文
永
六
年
八
月
十
八
日
子
時
□
□

一
条
万
里
小
路
也

二
、

『要
文
抄
』

に
関
連
す

る
研
究

本
書
に
関
連
す
る
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
今
日
ま
で
の
研
究
状
況
を
整
理

・
把
握
し
て
お
き
た
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、

以
下
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
石
橋
誠
道
著

『九
品
寺
流
長
西
教
義
の
研
究
』
２

九
三
七
年
）

長
西
の
著
作

一
覧
を
挙
げ
る
中
で
、
書
名
を

『往
生
論
註
疑
芥
』
、
撰
者
を
長
西
と
推
定
し
、
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
特
別
言
及
す
る
こ
と
は
な
く
、
教
義
を
論
じ
る
上
で
も
他
の
著
作
を
中
心
と
し
、
本
書
を
用
い

て
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
長
西
の
流
派
名
で
も
あ
る

「九
品
寺
」
の
位
置
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、
本
書
の
奥
書
に
も

記
さ
れ
る

「
一
条
万
里
小
路
」
に
言
及
す
る
程
度
で
あ
る
。

②
戸
松
憲
千
代
稿

「元
興
寺
智
光
無
量
寿
経
論
釈
抄
」
含
宗
学
研
究
』
巻
二
四
所
収

・
一
九
四
二
年
）

『長
西
論
註
砂
』
と
呼
称
し
、
金
沢
文
庫
の
実
物
で
は
な
く
大
谷
派
宗
学
院
所
蔵
の
写
真
四
〇
枚
を
元
に
、
本
書
に
見
ら
れ
る

「智
光
云
」
を
抽
出
し
て
、
智
光

（七
〇
九
―
七
八
〇
？
）
の

『無
量
寿
経
論
釈
』
の
復
元
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
智
光

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
一



金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
」
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
〓
一

教
学
の
研
究
に
好
個
の
材
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
が
、
「内
容
よ
り
推
定
し
て
長
西
の
撰
述
た
る
こ
と
に
間

違
ひ
は
な
い
や
う
で
あ
る
…
中
略
…
筆
格
が
か
の
観
経
疏
光
明
抄
や
法
事
讃
光
明
抄
等
の
そ
れ
と
同

一
な
る
よ
り
、
永
源
の
筆
な

る
こ
と
が
推
定
せ
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
、
内
容
や
筆
画
よ
り
本
書
を
長
西
の
撲
述
と
推
定
す
る
ほ
か
は
、
本
書
に
つ
い
て
の
言
及

は
な
い
。

③
石
田
充
之
著

『日
本
浄
土
教
の
研
究
』
２

九
五
二
年
）

著
作

一
覧
に

「論
註
上
巻
釈

（巻
子
本
二
巻
存
）
（金
沢
文
庫
蔵
、
龍
大
写
真
蔵
と

と
挙
げ
、
「第
四
の

『観
経
疏
光
明
抄
』
以

下
第
人
の

『群
疑
論
疑
芥
』
に
至
る
五
著
は
い
ず
れ
も

一
連
の

『浄
土
疑
芥
」
と
内
題
す
る
講
義
録
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で

…
（■
」
と
解
説
し
て
い
る
が
、
そ
の
教
義
内
容
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

④
安
井
広
度
著

『法
然
門
下
の
教
学
』
３
九
六
八
年
複
刊
、　
一
九
三
八
年
初
刊
）

著
作
の

一
覧
に

『浄
土
疑
芥
』
と
い
う
項
目
を
立
て
、
そ
の
中
で

「
『論
註
』
等
の
砂
を
残
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し

て
、
長
西
に
お
け
る

「業
成
論
」
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
本
書
を
引
用
し
て
教
義
を
論
じ
て
」
縫
。

⑤
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編

『浄
土
宗
大
辞
典
』
巻
三

（
一
九
七
六
年
）

著
作

一
覧
に

『論
註
上
巻
釈
』
と
挙
げ
る
（た
、
①

・
③
の
両
書
を
参
考
文
献
と
し
て
記
載
す
る
。

⑥
石
田
充
之
著

『法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下

（
一
九
七
九
年
）

著
作

一
覧
に
、
「論
註
上
巻
釈

（巻
子
本
二
巻
存
と

と
名
称
を
挙
げ
、
脚
註
に

「金
沢
文
庫
蔵
、
龍
谷
大
学
等
写
真
蔵
」
と
所
在

を
示
し
、
「第
四
の

『観
経
疏
光
明
抄
』
以
下
、
第
人
の

『群
疑
論
疑
芥
』
に
至
る
五
書
は
い
ず
れ
も

一
連
の

『浄
土
疑
芥
』
と

内
題
す
る
長
西
の
講
義
録
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
…
…
」
と
解
説
し
て
い
る
が
、
③
と
同
様
に
教
義
内
容
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

⑦
服
部
純
雄
稿

「智
光
撰

『無
量
寿
経
論
釈
』
稿

（復
元
資
料
と

（
『浄
土
宗
学
研
究
』
巻

一
五
、　
三
ハ
・
一
九
八
二
年
）

戸
松
氏
の
論
政
を
引
用
し
て
書
名
を
挙
げ
る
も
、
本
人
は
未
見
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
内
容
に
は
触
れ
て
い
な
い
。



③
吉
田
淳
雄
稿

「長
西
の
著
作
に
つ
い
て
」
禽
仏
教
論
叢
』
巻
四
四

・
二
〇
〇
〇
年
）

長
西
の
著
作
を
解
説
し
て
い
く
中
で
、
⑥
の
石
田
氏
の
説
に
依

っ
て

『論
註
上
巻
釈
』
と
呼
称
す
る
。
実
際
に
金
沢
文
庫

へ
調
査

に
行

っ
た
が
、
当
該
典
籍
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
い
殖
。
な
お
、
継
続
し
て
調
査
を
進
め
て
い
る
と
述
べ
て
い
る

が
、
以
後
新
た
な
成
果
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

諸
研
究
の
ま
と
め

こ
れ
ら
の
諸
研
究
を
鑑
み
れ
ば
、
本
書
は

『論
註
疑
芥
』
や

『長
西
論
註
抄
』
、
あ
る
い
は

『論
註
上
巻
釈
』
と
仮
題
に
て
呼
称
さ

れ
、
撰
者
を
長
西
と
推
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
長
西
の
著
作
と
い
う
点
よ
り
も
、
智
光
の

『無
量
寿
経
論
釈
』
の
供

文
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
点
に
価
値
を
見
出
さ
れ
、
安
井
氏
を
除
い
て
そ
の
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
見
向
き
も
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

安
井
氏
も
、
本
書
を
用
い
て
思
想
を
論
じ
て
は
い
る
が
、
翻
刻
に
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
存
分
に
活
用

・
検
討
が
で
き
て
い
る
と
は
言

えヽ
な
い
。

以
上
が

『要
文
抄
』
に
関
連
す
る
研
究
の
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
十
分
な
研
究
が
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
本
書
が
経
論
の
引
用

を
中
心
に
成
り
立

っ
て
い
る
、
い
わ
ば
単
に
経
論
の
文
言
を
収
集
し
た

「要
文
集
」
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が

一

つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
本
書
が

『論
註
』
註
釈
史
上
に
お
い
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

現
状
の
評
価
に
対
し
て
疑
間
を
抱
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
、
『要
文
抄
』
が
本
来
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の

か
を
考
察
し
た
い
。

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

一
一一
一三



金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

三
二
四

三
、

『要
文
抄
』

の
特
徴

『要
文
抄
』
が
従
来
、
そ
の
引
用
経
論
の
多
さ
か
ら

「要
文
集
」
的
な
性
格
を
持
つ
書
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
こ

と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
検
討
の
結
果
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、

『要
文
抄
』
が
撰
述
さ
れ
た
当
時
に
、
本
書
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
を
窺

つ
て
み
た
い
。

Ｉ
　
『要
文
抄
』
の
扱
い

東
大
寺
知
足
院
の
悟
阿

（？
―

〓

一人
三
）
が
撰
述
し
た

『論
註
側
補
砂
』
（以
下

『側
補
砂
』
と
略
称
）
全

一
二
（料
の
中
で
、
「有

抄

（砂
）
云

」
と
し
て
引
用
す
る
典
籍
の
中
に
、
『要
文
抄
』
の
文
言
と

一
致
す
る
文
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
れ
ば
、

『側
補
砂
』
の

『論
註
』
上
巻
註
釈
分
に
当
た
る
巻

一
か
ら
巻
六
に
は
、
「有
抄

（砂
）
云
」
が

一
七
九
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
〇
例
に

（Ю
）

も
及
ぶ
。
そ
の

一
例
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

『要
文
抄
』

尋
云
花
厳
八
十
云
於
四
事
不
能
化

一
根
二
心
三
心
所
四
業
及

果
報

〈文
〉
喩
伽
九
十
八
云
此
四
法
以
聖
者
神
通
力
不
及
也

〈法
相
名
目
引
之
〉
而
今
何
以
神
力
令
生
道
心
乎
答
会
之
以
神

力
四
法
不
及
等
者
而
依
余
説
不
依
如
来
也
唯
識
論
第
十
云
由

此
経
説
化
無
量
類
皆
令
有
心

〈云
云
〉
〈此
経
者
涅
槃
経
也
〉

又
同
論
云
無
上
覚
者
神
力
難
思
故
能
化
現
無
形
質
法
等

〈文
〉

『側
補（拠
』

有
砂
尋
云
華
厳
八
十
説
於
四
事
不
能
化

一
根
二
心
三
心
所
四
業

及
呆
臭

〈文
〉
喩
伽
九
十
八
云
此
四
法
以
聖
者
神
通
力
不
及
也

〈法
相
宗
名
目
引
之
也
〉
而
今
何
以
神
力
令
生
道
心
耶
答
会
日
以

神
力
四
法
不
及
等
者
而
依
余
説
不
依
如
来
也
唯
識
論
第
十
云
由

此
経
説
化
無
量
類
皆
令
有
心

〈云
云
〉
〈此
経
者
涅
槃
経
也
〉
又

同
論
云
無
上
覚
者
神
力
難
思
故
能
化
現
無
形
質
法
実



演
秘
第
七
引
論
云
若
加
被
他
令
愚
味
者
解
甚
深
法
令
失
念
者

得
正
憶
念
名
化
他
心

〈文
〉

（巻
下

。
三
二
六
―
二
三

一
行
）

僕
陽
師
云
若
加
被
他
令
愚
味
者
解
甚
深
法
令
失
念
者
得
正
憶
念

名
化
他
心

〈文
〉

（巻
四

・
三
七
丁
左
―
三
人
丁
右
）

『平
等
覚
経
』
２

回
）

『大
乗
顕
識
経
』
２

回
）

三
二
五

対
照
し
て
み
る
と

一
目
瞭
然
だ
が
、
本
文
は
も
ち
ろ
ん
、
割
註
ま
で
も
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
そ
し
て
、
不

一
致
の
箇
所
も
、
言
い
様

が
異
な
る
だ
け
で
述
べ
て
い
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
。

今
回
は

一
例
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
悟
阿
に
お
い
て
は
か
な
り
の
数
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
当
時
は
少
な
か
ら
ず
注
目

・

流
伝
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
『要
文
抄
』
が
単
な
る
個
人
の

「要
文
集
」
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

『論
註
』
を
註
釈
す
る
上
で
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
書
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
本
書
の
評
価
を
見
直
す
必
要
が
感
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

Ｉ
　
『要
文
抄
』
の
引
用
経
論

次
に
、
『要
文
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
典
籍
か
ら
そ
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

本
書
は

『論
註
』
を
註
釈
す
る
上
に
お
い
て
、
多
く
の
経
論
を
引
用
し
て
い
る
。
以
下
、
煩
を
厭
わ
ず
に
、
そ
の
経
論
名
と
引
用
回

数
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

【イ
ン
ド

・
中
国

（順
不
同
こ

●

『無
量
寿
経
』
含
一回
）

●

『観
音
授
記
経
』
２

回
）

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』

●

『観
無
量
寿
経
』

（

●

『大
乗
同
性
経
』

（

の
諸
問
題

回 回

● ●



金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』

●

『大
般
涅
槃
経
』
含
一回
）

●

『維
摩
詰
経
』
２

回
）

●

『大
悲
経
』
２

回
）

●

『文
殊
師
利
問
経
』
２

回
）

●

『十
輪
経
』
２

回
）

●

『大
般
若
経
』
開
題

（
一
回
）

●

『倶
舎
論
本
頌
』
２

回
）

●
円
暉

『倶
舎
論
頌
疏
』
（七
回
）

●

『雑
集
論
』
２

回
）

●

『摂
大
乗
論
釈
』
（四
回
）

●

『仏
性
論
』
２

回
）

●

『有
部
毘
奈
耶
』
２

回
）

●

『成
実
論
』
曾
一回
）

●
智
周

『唯
識
論
演
秘
』
２

回
）

●

『十
住
昆
婆
沙
論
』
（六
回
）

●
恵
影

『大
智
度
論
疏
』
含
一回
）

●
法
蔵

『起
信
論
義
記
』
（七
回
）

●
湛
然

『玄
義
釈
鍍
』
２

回
）

●
智
顎

『法
華
文
句
』
（六
回
）

の
諸
問
題

●

『六
十
巻
華
厳
経
』
２

回
）

●

『勝
髪
経
』
２

回
）

●

『悲
華
経
』
Ｔ
一回
）

●

『文
殊
般
若
経
』
２

回
）

●

『雑
阿
含
経
』
２

回
）

●

『大
荘
厳
論
経
』
２

回
）

●

『倶
舎
釈
論
』
含
一回
）

●
法
宝

『倶
舎
論
疏
』
２

回
）

●

『大
宝
積
経
論
』
２

回
）

●

『仏
地
経
論
』
２

回
）

●
天
親

『浄
土
論
』
含
一回
）

●

『十
誦
律
』
２

回
）

●
基

『唯
識
論
掌
中
枢
要
』
２

回
）

●

『唯
識
三
十
頌
』
２

回
）

●

『中
論
』
（五
回
）

●
僧
侃

『大
智
度
論
疏
』
２

回
）

●
法
蔵

『起
信
論
別
記
』
２

回
）

●
智
顎

『摩
訂
止
観
』
２

回
）

●
湛
然

『文
句
記
』
Ｔ
一回
）

一
一一
一上ハ

●

『維
摩
詰
所
問
経
』
（四
回
）

●

『首
拐
厳
経
』
２

回
）

●

『弥
勒
所
問
経
』
２

回
）

●

『仏
本
行
集
経
』
公
一回
）

●

『菩
薩
地
持
経
』
貧

回
）

●

『倶
舎
論
』
（八
回
）

●
普
光

『倶
舎
論
記
』
（五
回
）

●
法
盈

『倶
舎
論
頌
疏
序
記
』
２

回
）

●

『摂
大
乗
論
』
２

回
）

●

『十
地
経
論
』
２

回
）

●

『法
幸
論
』
２

回
）

●
玄
憚

『昆
尼
討
要
』
２

回
）

●
基

『唯
識
論
述
記
』
含
一回
）

●

『喩
伽
師
地
論
』
（八
回
）

●

『大
智
度
論
』
２

七
回
）

●

『大
乗
起
信
論
』
Ｔ
ハ
回
）

●
智
顎

『法
華
玄
義
』
（八
回
）

●
湛
然

『止
観
補
行
伝
弘
決
』
（五
回
）

●
従
義

『三
大
部
補
註
』
含
一回
）



●
道
退

『文
句
補
正
記
』
２

回
）
　

●

『法
華
玄
賛
要
集
』
２

回
）

●
智
顎

『維
摩
経
略
疏
』
貧

○
回
）

●
法
蔵

『華
厳
探
玄
記
』
２

回
）

●
行
満

『涅
槃
経
疏
私
記
』
Ｔ
一回
）

●
灌
頂

『観
音
義
疏
』
公
一回
）

●
元
照

『資
持
記
』
２

回
）
　

　

　

●
太
賢

『梵
網
経
古
述
記
』
含
一回
）

●
宗
密

『孟
蘭
盆
経
疏
』
２

回
）
　

●
元
照

『孟
蘭
盆
経
疏
新
記
』
２

回
）

●
義
寂

『大
経
述
義
記
』
含
一回
）
　

●
浄
影

『大
経
義
疏
』
２

回
）

●
道
綽

『安
楽
集
』
曾
一回
）
　

　

　

●
善
導

『往
生
礼
讃
』
２

回
）

●
宗
暁

『楽
邦
文
類
』
含
一回
）
　

　

●
元
照

『小
経
義
疏
』
含
一回
）

●
基

『西
方
要
決
釈
疑
通
窺
』
２

回
）●
延
寿

『宗
鏡
録
』
Ｔ
一回
）

●
道
世

『諸
経
要
集
』
２

回
）
　

　

●
玄
突

『大
乗
百
法
明
門
論
』
２

回
）

●

『正
理
論
抄
』
２

回
）
　

　

　

　

●

『付
法
蔵
因
縁
伝
』
２

回
）

●
道
宣

『続
高
僧
伝
』
２

回
）

【日
本

（撰
述
年
順
こ

●
智
光

『無
量
寿
経
論
釈
』
公
三

回
）●
最
澄

『守
護
国
界
章
』
２

回
）

●
円
珍

『法
華
論
記
』
２

回
）
　

　

●
源
信

『阿
弥
陀
経
略
記
』
２

回
）

●
真
興

『唯
識
義
私
記
』
曾
一回
）
　

●
永
観

『往
生
拾
因
』
２

回
）

●
貞
慶

『唯
心
念
仏
』
２

回
）
　

　

●
明
恵

『華
厳
信
種
義
』
含
一回
）

如
上
、
実
に
様
々
な
経
論
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
撰
者
の
博
識
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
が
、

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
数
点

一
三

七

●
智
顎

『維
摩
経
玄
疏
』
含
一回
）

●
灌
頂

『涅
槃
経
疏
』
（四
回
）

●
道
宣

『行
事
砂
』
２

回
）

●

『菩
薩
戒
義
疏
』
２

回
）

●
義
寂

『大
経
義
疏
』
３
一回
）

●
浄
影

『観
経
疏
』
公
一回
）

●
懐
感

『群
疑
論
』
含
一回
）

●
円
測

『小
経
疏
』
２

回
）

●
飛
錫

『念
仏
三
味
宝
王
論
』
２

回
）

●
義
忠

『百
法
論
疏
』
２

回
）

●
玄
芙

『大
唐
西
域
記
』
曾
一回
）

●

『学
生
式
問
答
』
２

回
）

●
円
源

『倶
舎
私
抄
』
２

回
）

●
蔵
俊

『大
乗
法
相
宗
名
目
』
含
一回
）



金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一八

あ

る
。

第

一
に
は
、
智
光
の

『無
量
寿
経
論
釈
』
で
あ
る
。
今
日
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、
長
ら
く
散
供
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
既
に
戸
松
氏
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
『要
文
抄
』
は

『無
量
寿
経
論
釈
』
を
多
く
引
用
し
て
お
り
、

智
光
研
究
の
格
好
の
材
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
数
は
、
戸
松
氏
は

一
六
回
と
指
摘
し
た
が
、
筆
者
が
翻
刻
し
た
資
料
に
よ
れ

ば
、
そ
れ
を
超
え
る
二

一
回
も
の
引
用
が
確
認
出
来
た
。

次
に
注
目
す
べ
き
は
、
当
時
に
お
い
て
最
新
と
も
言
え
る
研
究
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
明
恵

（
一
一
七
三
―

一

二
三
二
）
が
撰
述
し
た

『華
厳
信
種
義
』
で
あ
り
、
あ
る
い
は
貞
慶

（
一
一
五
五
―

〓

一
〓
こ

が
撰
述
し
た

『唯
心
念
仏
』
で
あ
る
。

『華
厳
信
種
義
』
は
、
撰
述
年
が

一
三
二

一
年
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
書
写
年
が

一
二
六
九
年
で
あ
る

『要
文
抄
』
が
撰
述
さ
れ
た

当
時
に
は
、
比
較
的
新
し
い
書
物
で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
何
よ
り
、
『華
厳
信
種
義
』
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『要
文
抄
』
の
撰
述
年
の
範
囲
が
大
き
く
狭
ま
る
こ
と
に
な
る
の
は
重
要
な
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
限
が

一
三
二

一
年
、
下
限
が

一
二
六
九
年
と
な
り
、
『要
文
抄
』
の
撰
述
年
を
こ
の
五
〇
年
内
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
『唯
心
念
仏
』
に
関
し
て
は
撲
述
年
こ
そ
明
ら
か
で
な
い
が
、
貞
慶
の
生
没
年
よ
り
考
え
て

『華
厳
信
種
義
』
よ
り
少
し
早

い
成
立
に
な
る
。
よ
っ
て
、
当
時
に
お
い
て
は
新
し
い
書
物
と
言

っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
鎮
西
義
の
第
三
祖
良
忠

（
一
一
九
九

―

一
二
人
七
）
が
撲
述
し
た

『往
生
論
註
記
』
（以
下

『論
註
記
』
と
略
称
、　
三

二
全
二
年
草
稿

。
一
二
人
六
年
重
調
）
に
も
、
『華
厳

信
種
義
』
や

『唯
心
念
仏
』
が
註
釈
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
る
。
『要
文
抄
』
と

『論
註
記
』
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
成

立
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
同
文
を
引
用
し
て
解
釈
す
る
点
は
、
当
時
の

『論
註
』
註
釈
に
お
け
る

一
つ
の
方
向
性
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
、
且
つ
両
書
の
関
係
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

上
述
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
『要
文
抄
』
は
、
智
光
よ
り
始
ま
る
日
本
の

『論
註
』
註
釈
に
最
新
の
研
究
を
反
映
し
、
後
世
に
繋
が

る
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
よ
っ
て
本
書
は
、
『論
註
』
註
釈
書
と
し
て
十
分
な
価
値
を
有
し
て
い
る
と
言

っ
て



七
〇
〇
年

八
〇
〇
年

九
〇
〇
年

一
〇
〇
〇
年

一
一
〇
〇
年

一
二
〇
〇
年

一
三
〇
〇
年

一
四
〇
〇
年

|  

―
|

1 智光 |
『無量寿経論釈』

|(700年代)

『論註』註釈書未顕出の
空白期間 (約54111年 )

―良栄
「論註記見聞」
(lIXl年 代中頃
-14ul年代前半)

―聖聡
「註記見聞J

(131D年 代後半
-14KXl年 代前半)

『論
註
』
註
釈
史
図
示

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

も
過
言
で
は
な
い
。

以
下
、
参
考
ま
で
に
現
存
す
る
資
料
よ
り
判
明
す
る
、
日
本
の

『論
註
』
註
釈
史
を
図
表
に
ま
と
め
て
お
い
赳
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
ろ
う
。

四
、

『要
文
抄
』
撰
者
長
西
説

の
検
討

次
に
、
諸
研
究
が

『要
文
抄
』
の
撲
者
を
長
西
と
推
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
二
、
三
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
『要
文
抄
』
は
、

従
来
長
西
撰
述
の

『論
註
疑
芥
』
な
ど
と
仮
称
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
も
そ
も
目
録
類
か
ら
は
長
西
に

『論
註
』
註
釈
書
が
あ

っ
た
こ

と
は
確
認
で
き
ず
、
撲
者
を
長
西
と
推
定
し
た
根
拠
も
明
確
で
は

な
い
。
従

っ
て
、
長
西
に

『論
註
』
註
釈
書
が
あ

っ
た
の
か
、
ま

た
、
本
当
に

『要
文
抄
』
は

『論
註
疑
芥
』
な
の
か
を
も
含
め
て
、

『要
文
抄
』
の
撰
者
に
関
す
る
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

・‥
　
発
怒
と
聖
聡
の
説
を
通
し
て

ま
ず
は
、
第
三
者
の
説
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

管
見
の
限
り
、
二
人
の
人
師
の
著
作
に
お
い
て
、
『要
文
抄
』

一
三

九



金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
二
〇

の
撰
者
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た

つ
て
の
興
味
深
い
記
述
が
確
認
出
来
た
。

第

一
に
は
、
西
山
深
草
派
の
尭
慧
善
偉

（？
―

一
三
九
五
）
が
著
し
た

『往
生
論
註
私
集
砂
』
（以
下

『私
集
砂
』
と
略
称
）
で
あ

る
。
そ
の
巻
三
に
は
、
「側
補
抄
二
云
′、ψ
有
ル
抄
二
云
ノ、ク
…
（地
」
と
あ
り
ヽ
『側
補
砂
』
が
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
の

「有
抄
云
」
の
右
傍
に
は

「九
品
寺
也
」
（傍
点
は
筆
者
の
加
筆
）
と
註
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

「九
品
寺
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
長
西
の
流
派
名
で
あ

る
か
ら
、
長
西
の
説
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『要
文
抄
』
に
は
こ
こ
に
示
さ
れ
る
内
容
と

一
致
す
る
文
言

（‐６
）

は
見
ら
れ
な
い
。

第
二
に
は
、
鎮
西
義
の
聖
聡

（
一
三
六
六
―

一
四
四
〇
）
が
、
良
忠
の

『論
註
記
』
を
註
釈
し
た

『註
記
見
聞
』
で
あ
る
。
そ
の
巻

一
に
は
、

有

云
　

者
、
本
願
義
覚
明
房
義

也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弯
浄
全
』
巻

一
・
三
四
四
頁
下
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
良
忠
の

『論
註
記
』
に
、

有

云

、
優
婆
提
舎
唯
局
二
長
行
・、
一願
生
掲
言
但
在
二
掲
頌
一。
．此
ノ
義
′、不
レ然
。
掲

云
二
我
依
修
多
羅
等
一、
註

云
二
成
優
婆
提
舎
名
・。

（巳
上
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『浄
全
』
巻

一
。
二
五
七
頁
上
）

と
述
べ
ら
れ
る
箇
所
を
註
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
聖
聡
に
よ
れ
ば
、
良
忠
が

「有
云
」
と
し
て
批
判
す
る
相
手
が
覚
明
房
、
す
な
わ
ち

長
西
で
あ
る
と
言
う
か
ら
、
長
西
に

『論
註
』
註
釈
書
が
あ

っ
た
こ
と
の
示
唆
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
『要
文
抄
』
が

従
来
言
わ
れ
る
よ
う
に
長
西
の

『論
註
』
註
釈
書
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
良
忠
が
批
判
し
て
い
る
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
「優
婆
提
舎
を
長
行
だ
け
に
限
定
し
、
願
生
偶
を
掲
頌
だ
け
に
限
定
す
る
」
と
い
う
説
は

『要
文
抄
』
か
ら
看
取
す
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
三
者
の
説
を
手
が
か
り
と
し
た
場
合
、
『要
文
抄
』
を
長
西
の

『論
註
』
註
釈
書
と
見
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に

思
え
る
の
で
あ
る
。



＝̈
　
文
体
の
特
徴
を
通
し
て

次
に
、
本
書
の
文
体
の
特
徴
を
手
が
か
り
と
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

金
沢
文
庫
に
は
、
長
西
を
撰
者
と
す
る
資
料
が
数
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
奥
書
に
見
ら
れ
る

書
写
処
、
す
な
わ
ち

「
一
条

（條
）
万
里
小
路
」
も
共
通
し
、
そ
の
筆
跡
か
ら
書
写
人
も
同

一
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
共
通
点
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
試
み
に

『要
文
抄
』
と
そ
れ
ら
の
他
著
作
と
の
文
体
的
特
徴
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
な
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

Ａ
、
註
釈
を
施
し
た
書
物
の
文
言
を

「
…
…
等
事
」
と
し
て
項
目
を
立
て
て
註
釈
す
る
点
。

Ｂ
、
問
い
は

「疑
云
…
…
欺
乎
」
と
い
う
構
文
が
、
答
え
に
お
い
て
は
、
「答
…
…
欺
」
と
い
う
構
文
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
点
。

Ｃ
、
項
目
と
し
て
立
て
た

『論
註
』
の
文
言
に
対
し
て

「文
点
如
何
」
「文
点
井

意
如
何
」
と
、
読
み
や
意
味
に
つ
い
て
問
う
点
。

上
記
の
三
点
は
、
金
沢
文
庫
よ
り
検
出
さ
れ
た
長
西
の
他
著
作
と
同
様
の
文
章
表
現
で
あ
る
。
特
に
三
点
目
は
単
な
る

一
致
と
見
る

に
は
非
常
に
希
な
表
現
で
あ
る
か
ら
、
文
体
の

一
致
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
文
体
の
特
徴
を
手
が
か
り
と
し
て
み
る
と
非
常
に
共
通
点
に
富
ん
で
お
り
、
長
西
の
癖
が
現
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と

が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ̈
　
長
西
の
他
著
作
を
通
し
て

最
後
に
、
長
西
の
他
の
著
作
、
特
に
今
回
は

『観
経
疏
光
明
砂
』
の
説
示
を
手
が
か
り
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

長
西
の

『観
経
疏
光
明
抄
』
を
精
査
し
て
み
る
と
、
注
目
す
べ
き
記
述
が
確
認
出
来
た
。
そ
れ
が
、

□
論
罪

者
、
天
親
作
金
剛
仙
論
上
云

∝

〈具

有
ル一
り
註
論
抄
・也
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
小
学
研
究
』
巻

一
六

。
一
三

一
頁
）

と
い
う
も
の
で
、
「註
論
抄
」
と
い
う
用
語
が
見
ら
れ
る
。
本
文
の

一
文
字
目
が
湮
滅
し
て
い
る
た
め
、
「罪
を
論
ず
る
」
の
意
か
、

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
二
一



金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
壬
一

「○
○
論

（論
名
）
に
説
か
れ
る
の
罪
」
の
意
味
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
と
に
か
く

「論
罪
」
と
い
う
こ
と
が
、
『金
剛
仙
論
』
全

一

〇
巻
中
に
説
か
れ
る
と
（Ｗ
、
割
註
に
て

「詳
し
く
は

『註
論
抄
』
に
説
か
れ
て
い
る
」
と
示
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
言
う

『註
論
抄
』
は
、
『論
註
』
註
釈
書
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
の
（型
、
初
め
て
長
西
の
著
作
上
か
ら

『論
註
』
註

釈
書
に
関
す
る
言
及
が
確
認
出
来
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
『観
経
疏
光
明
砂
』
の
別
の
箇
所
に
は
、

尋ネ
テ
云
′、ψ
今
ノ
小
経
ノ
所
ノ
ニ
証
誠
ス
っ
法
体
′、、
為
ス［
限
ル
一
執
持
名
号
二
・ヽ
為
ス
”
通
ス一
定
散
ノ
諸
行
二
・歎
。
答
フ
、
経
ノ
現
文
′、限
ル「
執
持
名
号
二
・故
卜
見
夕
の
然
レト
モ
而
、

今
解
釈
者
亘
一
定
散
諸
行
・欺
。
〈委

ハ註
ノ疑
芥
在
〉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
冒
小
学
研
究
』
巻

一
四

。
一
六
六
頁
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
、
間
答
の
内
容
で
は
な
く
割
註
に
注
目
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
長
西
の
浄
土
教
に
関
す
る
註
釈

書
は

「浄
土
疑
芥
」
と
総
称
さ
れ
る
か
ら
、
「註
疑
芥
」
が
長
西
に
お
け
る

『論
註
』
註
釈
書
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
か
ら

で
あ
る
。
以
下
に

「浄
土
疑
芥
」
の
用
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

浄
土
疑
芥
の
例

（２‐
）

Ｌ
観
経
疏
光
明
砂
』
…
…

「浄
土
疑
芥

〈別
申
観
経
部
善
導
疏
第
四
と

二
群
疑
論
』
註
釈
書
…
…

「浄
土
疑
芥

〈通
申
説
経
部
群
疑
論
第
六
と

二
法
事
讃
』
註
釈
書
…
…

「浄
土
疑
芥

〈別
申
小
経
部
善
導
法
事
讃
と

こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
「註
疑
芥
」
を
長
西
の

『論
註
』
註
釈
書
と
理
解
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
諸
研
究
は
こ
の
記
述
を
確

認
し
て
い
な
い
た
め
に
、
『要
文
抄
』
を

『論
註
疑
芥
』
な
ど
の
仮
題
で
呼
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
長
西
の
著
作
の
上
か
ら

『註
疑

芥
』
『註
論
抄
』
と
い
う
名
称
が
見
ら
れ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
に
仮
題
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
諸
研
究
は
そ
の
仮
題
自
体
が
誤

り
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
前
の

『観
経
疏
光
明
砂
』
の
説
示
を
考
え
れ
ば
、
長
西
に

『註
論
抄
』
か
、
あ
る
い
は

『註
疑
芥
』
と
い
う

『論
註
』
註
釈



書
が
あ

っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
（紹
。
し
た
が
つ
て
ヽ
『要
文
抄
』
が
従
来
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
長
西
の

『論
註
』
註
釈
書

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前
の

『観
経
疏
光
明
砂
』
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

「論
罪
」
並
び
に

「
『阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て

諸
仏
が
証
誠
す
る
法
体
が
、
執
持
名
号
に
限
定
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
定
散
二
善
の
諸
行
に
通
じ
る
の
か
と
問
い
、
経
文
を
見
れ
ば

執
持
名
号
に
限
定
さ
れ
る
と
見
え
る
が
、
こ
の
解
釈
は
定
散
二
善
の
諸
行
に
通
じ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
説
示

さ
れ
た
内
容
が
、
『要
文
抄
』
に
は
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
『要
文
抄
』
に

「論
罪
」
や

「小
経
所

証
誠
法
体
」
と
い
っ
た
議
論
を
検
出
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「要
文
抄
』
か
ら

「論
罪
」
や

「小
経
所
証
誠
法

体
」
に
関
す
る
記
述
を
検
出
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
『観
経
疏
光
明
妙
』
の
議
論
と
対
応
関
係
に
あ
る
と
は
考
え
難
い
。

以
上
、
長
西
の
他
著
作
を
手
が
か
り
と
し
て
見
る
と
、
長
西
に

『註
論
抄
』
『註
疑
芥
』
と
い
う

『論
註
』
註
釈
書
が
あ

っ
た
こ
と

は
確
実
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
と
す
る
内
容
を

『要
文
抄
』
よ
り
看
取
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
現
在
も
な
お
散

供
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
同

一
視
さ
れ
て
き
た

『要
文
抄
』
と

『註
論
抄
』
『註
疑
芥
』
は
、
同

一
の
著
作
で

な
い
こ
と
が
明
確
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
忠
の

『論
註
記
』
に

「草
稿
本
」
と

「重
訂
本
」
と
が
あ
る
こ
と
を
考
え
た
時
に
、

文
体
の

一
致
も
あ
る
の
で
、
『要
文
抄
』
は
未
だ
長
西
撰
述
の
可
能
性
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

壼和
　
　
三
田

小
論
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
こ

『要
文
抄
』
は
、
悟
阿
の

『側
補
砂
』
に

「有
抄

（砂
）
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
言
に

一
致
す
る
文
が
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
個
人
の

「要
文
集
」
に
止
ま
ら
ず
、
『論
註
』
を
註
釈
す
る
上
で
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
書
物
で
あ

っ
た
。

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

一
一一一一一一一



金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
二
四

（二
）
従
来
は
、
奥
書
よ
り
書
写
年
の
み
明
確
に
知
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
今
回
の
検
討
に
よ
っ
て
撰
述
年
の
上
限
を
狭
め
る
こ
と

が
出
来
た
。
そ
の
撰
述
年
を
考
え
た
時
、
『論
註
』
註
釈
史
上
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
。

（三
）
尭
慧
の

『私
集
砂
』
に
は

『側
補
砂
』
に
見
ら
れ
る

「有
抄
云
」
を
引
用
す
る
が
、
そ
の

一
つ
の
右
傍
に

「九
品
寺
也
」
と

の
註
記
を
確
認
し
た
。
よ
っ
て
、
そ
の
文
言
を

『要
文
抄
』
に
求
め
た
が
、　
一
致
す
る
文
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
聖
聡

の

『註
記
見
聞
』
の
記
述
よ
り
、
良
忠
の

『論
註
記
』
に
見
ら
れ
る

「有
云
」
の

一
つ
が
長
西
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
、
こ
れ
も

『要
文
抄
』
か
ら
は
看
取
で
き
な
か
っ
た
。

（四
）
目
録
類
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
、
長
西
に

『論
註
』
註
釈
書
が
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

（五
）
長
西
の
他
の
著
作
と
比
較
し
て
み
る
と
、
文
体
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
本
書
に
言
及
し
た
諸
研
究
は
、
こ
の
点
よ
り
撰

者
を
長
西
と
推
定
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（六
）
長
西
の

『観
経
疏
光
明
砂
』
に
、
「具
有
註
論
抄
也
」
や

「委
註
疑
芥
在
」
と
す
る
議
論
を
、
『要
文
抄
』
に
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。

上
述
の
如
く
、
本
論
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
『要
文
抄
』
は
文
体
の
相
似
具
合
か
ら
見
れ
ば
、
長
西
の

撰
述
書
で
あ
る
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
こ
の
点
だ
け
で

『要
文
抄
』
の
撰
者
を
長
西
と
断
言
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
従
来
は
長
西
の

『論
註
』
註
釈
書
、
す
な
わ
ち

『註
論
抄
』
『註
疑
芥
』
と
同

一
著
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
来
た
が
、
今
回
の

検
討
に
よ
り
別
の
著
作
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
沢
文
庫
所
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
に
お
け
る
従
来
の
認
識

は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
で

『要
文
抄
』
の
価
値
が
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
撰
述
年
代
よ
り
見
れ
ば
、

む
し
ろ

『論
註
』
註
釈
史
上
に
お
い
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
書
物
と
言

っ
て
良
い
と
考
え
る
。



以
上
の
こ
と
が
、
今
回
の
検
討
で
新
た
に
明
ら
か
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
思
想
面
を
通
し
て
の
撰
者
の
検
討
を
は
じ
め
、
悟
阿
が
な

ぜ
本
書
を
依
用
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
良
忠
の

『論
註
記
』
と
の
関
連
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
諸
問
題
を
含
む
こ
と
が
、
却

っ
て
本
書
が
十
分
な
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

註
（１
）

五
頁
を
参
照
。

（２
）

一
〇
六
頁
を
参
照
。

（３
）

三
〇
〇
頁
を
参
照
。

（４
）

コ
論
註
光
明
砂
』
に
は
三
在
釈
の
在
決
定
を
解
し
て
、
…
…
」
（七
四
頁
）
、
「彼
は

『論
註
』
の
螺
帖
不
レ識
二春
秋
一云
々
の
文
に
就

て
次
の
や
う
に
述
べ
て
い
る
。
…
…
」
（七
五
頁
）
と
、
上
記
二
箇
所
を
引
用
し
て
長
西
の
思
想
に
論
及
す
る
。

（５
）

巻
三

・
二
六
頁
を
参
照
。

（６
）

七
八
―
七
九
頁
及
び
八

一
頁
の
脚
註

（６
）
を
参
照
。

（７
）

一
八
二
頁
を
参
照
。

（８
）

筆
者
は
、
龍
谷
大
学
写
字
台
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
写
真
を
調
査
し
て
、
石
田
氏
の
言
う

『論
註
上
巻
釈
」
と
、
『要
文
抄
』
と
が
同

一
著
作
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（９
）

『側
補
砂
』
は
西
山
派
の
浄
音

（
一
二
〇
二
―

一
二
七

一
）
の
撰
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が

（『仏
書
解
説
大
辞
典
』
巻

一
・

三
八
〇
頁
を
参
照
）
、
実
際
は
悟
阿
の
著
作
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（稲
田
広
演
稿

「浄
音
上
人
の
著
述
と
西
谷
光
明
寺

の
周
辺
」
、
『西
山
学
会
年
報
』
巻

一
四

・
三
八

一
頁
を
参
照
）
。
ち
な
み
に
、
悟
阿
は
東
大
寺
知
足
院
に
住
し
、
良
遍
の
弟
子
で
あ

つ
た
と
さ
れ
る
が
、
西
山
深
草
派
の
系
統
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「群
疑
論
』
等
の
註
釈
を
著
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
、
そ
の
教
義
は

「諸
行
本
願
亦
非
本
願
」
と
言
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

（１０
）

一
七
九
例
に
は
、
「有
抄

（抄
）
云
」
に
続
く

「又
云
」
や
、
「有
砂
智
光
云
」
な
ど
も
数
に
含
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
一
致
数
に

関
し
て
は
、
お
そ
ら
く
数
え
る
人
が
変
わ
れ
ば
数
も
変
わ
る
こ
と
と
思
う
の
で
、
あ
く
ま
で
参
考
程
度
に
算
出
し
た
数
字
で
あ
る
こ

と
を
断
つ
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に
筆
者
は
、
文
章
の
多
少
の
言
い
換
え
や
省
略
の
あ
る
も
の
で
も
他
に
用
例
の
な
い
も
の
は

一
致

と
判
断
し
た
が
、
そ
の
文
言
が
他
の
人
師
に
お
い
て
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
場
合
は
そ
れ
を
除
外
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
な
り
大
雑

把
な
計
上
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
管
見
の
限
り
で

『要
文
抄
』
独
自
に
見
ら
れ
る
引
用
経
論
の
並
べ
方
か
ら
文

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
五



金
沢
文
庫
蔵

「浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
三
ハ

言
ま
で
が

一
致
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で
、
『要
文
抄
』
を
参
照
し
て
い
た
と
考
え
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
そ
の

他
の
用
例
は
良
忠
撰

『往
生
論
註
記
』
な
ど
に
確
認
さ
れ
た
。

（Ｈ
）

『側
補
砂
』
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
寛
文

一
二
年
刊
本
を
参
照
し
た
。
な
お
、
原
本
に
は
訓
点
が
付
さ
れ
て
い

る
が
、
対
照
の
都
合
上
省
略
し
た
こ
と
を
断
つ
て
お
く
。

（‐２
）

引
用
文
の
山
括
弧
は
、
原
文
で
の
細
字

・
割
註
表
記
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
発
表
者
の
手
に
よ
っ
て
異
体
字
を
通
行
体
に
、
旧
字
を

新
字
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。
な
お
、
原
本
で
は
所
々
に
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
対
照
の
都
合
上
、
訓
点
は
省
略
し
た
。
ま
た
、

本
論
に
お
い
て
引
用
し
た
原
文
に
付
し
た
訓
点
は
、
全
て
筆
者
の
手
に
よ
っ
て
読
み
や
す
い
よ
う
に
改
め
て
い
る
こ
と
を
断
つ
て
お

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
巻

一
・
三
七
八
頁
。

今
回
は

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
所
収
の
資
料
に
よ
り
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
を
取
り
上
げ
た
。

『私
集
抄
』
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
享
保
三
年
刊
本
を
参
照
し
た
。
問
題
の
箇
所
は
巻
三

。
一
九
丁
右
。

残
念
な
が
ら
、
註
記
が
刊
本
の
元
と
な
っ
た
写
本
に
元
来
施
さ
れ
て
い
た
か
を
確
認
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、　
一
参
考
程
度
に
留
め

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

戸
松
氏
前
掲
稿

一
〇
六
頁
を
参
照
。

非
常
に
珍
し
い
言
葉
で
、
「文
点
如
何
」
で
は

『大
正
蔵
』
に
四
例
、
『浄
全
』
に
二
例

（実
際
は
三
例
だ
が
、　
一
例
は

『大
正
蔵
』

と
重
複
）、
「文
点
井
意
如
何
」
で
は

『浄
全
』
に
二
例

（
一
例
は

「文
点
丼
意
何
し

の
み
確
認
さ
れ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
計
八

例
の
う
ち
五
例
が
良
忠
の
著
作
と
い
う
点
で
あ
り
、
両
者
の
関
係
性
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『金
剛
仙
論
』
は

『大
正
蔵
』
巻
二
五
所
収
。
た
だ
し
、
『金
剛
仙
論
』
中
に

「論
罪
」
と
い
う
語
は
見
当
た
ら
な
い
。

『論
註
』
は
古
く
か
ら

『註
論
』
と
も
称
さ
れ
る
こ
と
と
、
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
を
披
閲
す
る
と
、
他
に

『註
論
』
と
称
さ
れ
る
書

物
が
な
い
こ
と
に
よ
る
。
実
際
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
の

『刑
補
抄
』
の
標
題
は
、
「注
論
側
補
砂
」
と
な
っ
て
い
る
。

巻

一
五
の
巻
頭
に
あ
り
。
「宗
学
研
究
』
巻

一
四

。
一
四
五
頁
を
参
照
。

巻
六
の
巻
頭
に
あ
り
。
金
沢
文
庫
所
蔵
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

（日
録
番
号
…
九
四
―
五
―

こ

を
参
照
。

巻

一
の
巻
頭
に
あ
り
。
金
沢
文
庫
所
蔵
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

（日
録
番
号
…
九
四
―
四
―
二
）
を
参
照
。

「註
疑
芥
」
と

『註
論
抄
』
が
同

一
著
作
の
可
能
性
も
あ
る
。

24 23 22 21    20 19 18 17    16 15 14 13



付
記
　
小
論
は
山
内
慶
華
財
団
の
助
成

（平
成
二
十

一
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
関

係
者
に
甚
深
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

金
沢
文
庫
蔵

『浄
土
論
注
要
文
抄
』
の
諸
問
題

二
三
七




